
1 

 

関西大学留学生別科 2019 年度秋学期  

日本語授業ボランティア募集案内 
 

留学生別科では、本学の学部・大学院や日本国内の大学・大学院への進学を希望する外国人留学生に

対し、日本語などの授業を開講しています。このたび、特に留学生の会話能力を高めるために、日本

語授業ボランティアを募集します。異文化理解の良い経験になりますので、日本語教育に関心のある

方、世界各国から来た留学生と日本語で話をしてみたい方の積極的な応募をお待ちしています。 

 

１ 内容  日本語の授業中、会話のロールプレイやディスカッション、プロジェクト活動に留学生

と共に参加し、日本語のパートナーとして、留学生の日本語学習を支援する。 

 

２ 対象  本学の学部または大学院に在学する者 

 

３ 期間  2019 年 10 月 7 日（月）～ 12 月 24 日（火）の平日の 13：00 ～ 14：00 

（割り当てられた曜日に 1 学期間を通じて参加していただきます。1 回限りの参加はで

きません。留学生別科の詳しい学年暦については、次ページをご覧ください。） 

 

４ 手続   

 (1) 応募方法 申込書に必要事項を記入し、以下の期間内に郵便またはメールでお送りください。 

 (2) 受付期間 2019 年 7 月 11 日（木）～9 月 30 日（月）必着 

 (3) 送付場所 関西大学南千里国際プラザ事務室 （住所、メールアドレスは下部６参照） 

(4) 選  考 書類選考のみ 

  (5) 採用発表 10 月 2 日（水）に、インフォメーションシステムの個人伝言で採否をお知らせします。 

 

５ 注意事項 

ボランティア活動期間終了後、参加率 80％以上の学生に対し、「日本語授業ボランティア参加証

明書」をお渡しします。次ページの「日本語授業ボランティアの心得」をよく読んで理解し、以下

の点を了承のうえ応募してください。 

(1) 給与・交通費は支給しません。 

(2) 授業に影響するため、体調不良などやむを得ない理由以外で辞退・欠席しないでください。 

(3) 活動最終日に活動報告書（指定様式）を提出してください。 

 

６ 問い合わせ先・アクセス 

関西大学南千里国際プラザ 

関西大学留学生別科 

住所  〒565－0855 

大阪府吹田市佐竹台 1－2－20 

TEL  06－6831－9180 

FAX  06－6831－9194 

Email  ku-jpn@ml.kandai.jp 

 

阪急電鉄千里線「南千里」駅下車徒歩約 5 分 
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留学生別科 2019 年度秋学期 学年暦（抜粋） 

9 月 

21 日（土） 秋学期開始 

30 日（月） 秋学期（前半）授業開始 

10 月 7 日（月） ＜ボランティア活動開始＞ 

11 月 

1 日（金） 学園祭期間中ですが、留学生別科では授業があります。 

20 日（水） 秋学期（前半）授業終了 

21 日（木）～ 

27 日（水） 
＜秋学期（前半）試験等のため、ボランティア活動はありません。＞ 

28 日（木） 秋学期（後半）授業開始 

12 月 24 日（火） ＜ボランティア活動終了＞ 

1 月 28 日（火） 秋学期（後半）授業終了 

3 月 31 日（火） 秋学期終了 

※ 留学生別科の学年暦は、学部・大学院と異なりますので、注意してください。 

※ 留学生別科では、祝日および大学創立記念日（11 月 4 日）は授業を行いません。 

※ 留学生別科では、日本語科目の授業にクオーター制を採用しています。各学期の授業期間が前半

と後半に分かれており、前半と後半の間に 1 週間程度、試験日や授業のない期間を置いています。 
 

 

日本語授業ボランティアの心得 

 

● ボランティアの皆さんは、教師としてではなく、日本語パートナーとして授業に参加し、留学生の

日本語学習を支援してください。 

 

● 留学生別科の授業には、さまざまな国や地域からの留学生が出席しています。ボランティアの皆さ

んも、異文化理解の良い機会と捉え、異文化交流の経験を積んでください。 

 

● 留学生は、たとえ日本語の運用能力が高くなくても、実際にはさまざま高度な能力を持って来日し

ています。留学生の持つ多様な背景を尊重し、留学生の日本語学習に対する動機や意欲を損ねるよう

な言動はしないように注意してください。 

 

● クラス内の活動は、授業を担当する教員の指示に従ってください。 
 

● 日本語授業ボランティアは、留学生の日本語学習の支援を目的とするものです。留学生の成績にも

影響する重要な役割を担っています。授業中は、くれぐれも外国語会話等の練習台として接する

ことがないようにしてください。 
 

● 留学生が会話を理解できないときでも、媒介語をなるべく使わずに、相手が理解できそうな日本語

を使って説明してください。 

 


